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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係　９

　　　　家政学の構造

一一家政学雑誌の報文分析より一一一ヽ

　　　　　　　　　　　お茶の水女大　家政　佐藤　真弓

〔目的〕学問は知識の集積統合体であり。家政学の構造を形づくっているひとっひとっの

単位は家政学で得られた新しい知識である。それらの知識は、論文、著書。学会における

研究発表やその他出版物の中に含まれ。業績となって発表されたものである。従ってそれ

らを調べることは、学問の構造解明に役立つであろう。また、その学問における新しい知

識が含まれた業績の中で、最も重要なものはその学問を代表している機関誌に発表された

論文であると思われるので、本研究においては家政学会の機関誌である『家政学雑誌&の

報文を分析し、そこから家政学の構造を把えようとis;みた。

　〔方法〕『家政学雑誌』日本家政学会発行、1951年３月第1 巻第1号～1988年12月第39巻第

12号の全284冊に掲載されている報文約zooo篇を対象資料として。調査、分析を行った。

　〔結果〕①報文数の年次変化は漸次増加傾向。一冊に掲載される報文数は減少傾向にあっ

た。②専門領域別では。被服。食物両領域で報文数全体のほぼ80%を占めた。③研究方法

別にみると。圧倒的に自然科学系の報文が多かった。④平均著者数は2.J人、年次的には単

著が減り、共著が増える誉向にあった。⑤引用文献分析を行い、雑誌引用率を。情報学に

おける過去の調査結果と比較すると、家政学は応用科学的性格が強いことを証明する結果

となった。家政学雑誌自身を引用している割合は、他分野雑誌と比較して高かった。

　そして。家政学における新しい知識は論文の中でも特に結果考察。要約の部分、図表に

表れているのではないかと考え、本調査で得られたデータを基に、家政学に於ける領域間

の相互関係。勢力関係、年代変化を表した家政学の知識構造体モデルを作製した。

A 17
CHAHBERS'S INFORMATION FOR THE PEOPLE の

翻訳と永田健助訳『百科全書　家事倹約訓』

　　　　　　　　　　　お茶の水女大　家政　谷口　彩子

　目的　明治初期における翻訳家政書は。その後の家政教育・家政学研究に多大の影響を

及ぼした出発点と考えられてきた。永田健助訳『､家事倹約訓』は、翻訳家政書の第一号と

され。比較的早期より内容紹介がなされてきたにもかかわらず。その原著者、原書につい
ては未だ十分な解明はなされてはいない。そこで、原著者、原書に関する解明と。その刊

行から翻訳に至るまでの経緯及び原書と訳書との比較研究を試みることを目的とした。

　方法　文献法によった。主な資料として、永田健助訳『百科全書　家事倹約訓』（文部

省、明治7年刊）。文部省訳『百科全書』（丸善版、明治l6-18年）.Chanbers's Infor-

mation for the People, Philadelphia, Lippincott, 1867，内閣文庫所蔵。を用いた。

　結果　『百科全書』例言に見られる記述等をもとに、原書の調査を試みた結果.Chan-

bers's Information for the People,を数種見出すことができたが、その中には『家事倹

約訓』翻訳の約１年前に岩倉使節団によってアメリカから日本にもたらされた資料も含ま

れていた。同書がウィリアムとロバートという出版業を営むチェンバーズ兄弟によって、

イギリスで初めて刊行されたのは1833年であり、以後世界各国で50年以よ刊行されている

ことがわかった。『家事倹約訓』の原典Household Hintsの項が現れるのは、1856年刊行の

New edition以降であると考えられる。約ioo篇あるというので『百科全書』と名付けられ

たが、その最終篇が『家事倹約訓』であり、翻訳刊行されると、学校教育の中でも用いら

れた。文部省による百科事典翻訳は、大変な難事業であり、『家事倹約訓』においても、

当時の日本人の生活とは大きくかけはなれた内容の翻訳の苦心が読み取れる。


